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授業でのＩＣＴ機器の活用頻度が増加
　授業におけるＩＣＴ機器の活用頻度を

見ると、2022年に「半分以上の授業」

で指導に活用している教員は、小・中学

校とも８割前後だ（図１❶）。児童生徒
の学習に活用している教員は、それに比

べると少ないが、小学校高学年で7割弱、

中学校で5割強であり、2021年からの

１年間でいずれも10ポイント以上増加

した（図１❷）。授業でのＩＣＴ機器の活
用は、急速に進んでいる。

ＩＣＴ機器を協働的な学びなどに活用
　では、ＩＣＴ機器はどのように活用さ

れているのか。教員による活用は、電子

黒板に教材や児童生徒の回答を提示す

るなど、学習指導での活用のほか、授

業準備や、児童生徒の提出物の保管・

評価における活用の比率が、小・中学

校ともに高い（「よく行っている」と「と

きどき行っている」を合わせて６～９割

台、図表省略）。

　児童生徒による活用は、学校段階（学

年）ごとに特徴が見られる（図２）。
　小学校低学年では、「写真や動画を撮

影」「反復的な練習」の比率が高い。最

も活用されているのは小学校高学年で、

「インターネットを用いて情報収集を行

う」のほか、「発表・話し合い」など、

協働的な学びでの活用の比率も高い。

　中学校では、小学校高学年に比べる

と比率は低いが、情報収集や協働的な

学びに活用されている。

　ほとんどの項目は、2021年より比率

が増えており（図表省略）、ＩＣＴ機器の

活用で、学習指導とそれによる子どもの

学びが変化している様子がうかがえる。

図１ 授業でのＩＣＴ機器の活用頻度（半分以上の授業で活用している比率）

図２ 児童生徒のＩＣＴ機器の活用内容

【図１・２共通】注）小学校低学年は１～３年生、高学年は４～６年生。
注）半分以上の授業（「毎回の授業」＋「７～８割程度の授業」＋「半分程度の授業」）で活用している教員の比率（％）。
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注１）図１❷の質問に「毎回の授業」～「１割未満の授業」と回答した教員の回答。
注２）「反復的な練習」では、小学校は「計算や漢字など」、中学校は「計算や英単語など」と尋ねている。
注３）「よく行っている」+「ときどき行っている」の比率（％）。
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小・中学校でのＩＣＴ機器の
活用実態とその効果・課題
小・中学校での１人１台端末の導入がほぼ完了し、ＧＩＧＡスクール構想の２年目となった
2022年度に、学校ではＩＣＴ機器をどのように活用していたのか。2022年に教員を対
象に実施した調査結果から、学校段階や教科ごとの活用実態とその効果・課題を見ていく。

ＩＣＴ機器は、情報収集や協働的な学びなど、多様に活用されている1
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活用内容や効果の実感は教科で異なる
　次に、同じ学校段階でも、教員の担当

教科によって、ＩＣＴ機器の活用状況や

効果の実感、課題の捉え方は異なるの

かを、中学校に絞って見てみる。

　まず、授業全体における生徒のＩＣＴ

機器の活用頻度を教科別に見ると、国

語、社会、外国語で高く、数学で低い（図
３Ａ）。活用内容ごとに見ると、「反復
的な練習」「習熟度に応じた課題」を行

う比率は数学、外国語で高く、「写真や

動画を撮影」「シミュレーション」は理

科で高い（図３Ｂ）。「作品の制作」で
の活用は国語で高く、「複数の意見・考

えを議論・整理」など、協働的な学び

での活用は国語、社会で高い。各教科

の特性に応じた活用が行われている。

　ＩＣＴ機器（１人１台端末）を使った学

習において、教員が感じている効果に

も、教科による違いが見られる（図４❶）。
外国語の教員は、他教科に比べて、「習

熟度にあった学習ができる」などの効果

を、国語の教員は「友だちと協働的な学

びがしやすい」などの効果を感じている。

ＩＣＴ機器の活用の比率が高い内容（図
３Ｂ）で、効果の実感も高い傾向がある。

深く考えることや定着への課題も
　一方、教員が感じている課題は、教

科による差が小さく、共通性が高い課

題だ（図４❷）。「情報モラルのリスク」
は９割前後のほか、「深く考えて問題

を解くことが減る」「学習内容が定着し

にくい」が、ともに４～５割台である。

ＩＣＴ機器（１人１台端末）を使った学

習指導・学びの効果を高めるとともに、

課題も見極める必要がありそうだ。

図 3 生徒のＩＣＴ機器の活用頻度と活用内容（中学校、教科別） 

図 4 １人１台端末を使った学習の生徒にとっての効果と課題（中学校、全体・教科別） 

【図３・４共通】注）教科は、教員の担当教科。複数の教科を担当している場合は、主なものを回答。
注１）「授業でのＩＣＴ機器の活用頻度」は、図１❷参照。「毎回の授業」＋「７～８割程度の授業」+「半分程度の授業」の

比率（％）。
注２）「活用内容」は、図２参照。数値は、「よく行っている」+「ときどき行っている」の比率（％）。
注３）比率が、図１❷、及び図２の中学校（2022 年）の同項目の比率（全体値）より 10ポイント以上高い場合は濃

い緑の地色、５ポイント以上 10ポイント未満高い場合は薄い緑の地色で示した。
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データ解説

ベネッセ教育総合研究所
主任研究員

橋本尚美 はしもと・なおみ

初等・中等教育領域を中心に、子ども、保護者、教員
を対象とした調査研究に携わる。子どもの成長環境と
しての学校・社会に関心を持っている。

　　　出典「小中高校の学習指導に関する調査2022」
教員の学習指導の実態や意識を明らかにすることを目的に、全国の公立の小・中
学校及び国公私立の高校の教員を対象に、2020年から継続的に実施している調
査。調査時期は８～９月。2022年は、新学習指導要領全面実施後（高校は年次
進行）、及びＧＩＧＡスクール構想２年目における実態・意識を尋ねた。

◎詳細は下記ウェブサイトをご覧ください。
https://berd.benesse.jp/shotouchutou/research/
detail1.php?id=5812

出典

１人１台端末には、情報活用の力が高まるなどの効果の実感とともに課題も2


